
横浜【ヨヨプ（残呈境研F糸己要　10　：　113－132　（1983）

報　　文
511【…i11｝…11【｝i111§ヨ11｝Ili…1i；111

日本におけるマングローブの植生学的研究

2．沖縄島，宮古島，石垣島のマングローブ林＊

PHaRzensoziologische　Untersuchungen　der　Mangrove

　　　　　　　　　　　　　Vegetation　i餓Japau

2．　Mangrove　Vegetation　auf　den　InselR　Ok：iRawa，　Miyako　und　Ishigaki＊

宮脇 昭＊＊・奥田　重．俊＊＊・中村　幸人＊＊・鈴木　伸一＊＊・

村上　雄秀＊＊・藤原　一絵＊＊・大野　啓一＊＊

A垣ra　MIYAwAKI＊＊，　Shigetoshi　OKuDA＊＊，　Yukito　NAKAMuRA＊＊，

Shin－ichi　SuzuKI＊＊，　Yuhide　MuRAKAMI＊＊，　Kazue　FuJlwARA＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　u！玉dKeiichi　OHNO＊寧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis

　　　Six　plant　communities　are　observed　ln　the　mangrove　aぎea　of玉riomo毛e，夏shigaki，　Miyako　and

Okinawa　isles　in　the　Southwestern王slands　of　Japa氏30π刀εrα磁α1わαcomm．　is　restricted　wi£hin

Iriomote　and之he　dwarf　type　of／1y∫cθηπ毎η1αア加αcomm．　spreads　from　the　farthest　south　u罰til

Miyako，　whereas働ηゴ81ぬ。σηゴθ1　co瀟m．　dominates　the　northem　part　of　the　archipelagos．　R耐zo．

ρ乃。忽3り，10叙and　8堀gμ∫θ耀＆ソ’ηηo〃配忽grQw　vigorously　throughout　al星isle＆The　zonation　of

重he　plant　communlties　from　riverside£o　inland　shQws　the　sequence　Qf　30ηπθrα磁α1わθ一R飯zo．

助om　31ア10搬＿8削8z4’8耀舘η脚αγ配zα，　that　is　quite　s圭milar　to　that　of　Thailand　wi毛h　respect　to

the　genus　leve豆．　The　salinity　of　soil　water　is　correlated　wi之h　the　different　plant　commun三ties．
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はじめに

　西表島のマングローブ林の植生学的研究が第1報

（宮脇ほか1983）で行なわれ，マングローブを構成す

る群落の生態，動態，植生配分などに欄して考察が行

なわれた。本報では西表’きみとの比較もすすめ沖総島，

宮古島，石垣島のマングローブ林に関して全推定法

（J．Braun－Blanquet　1964）をもちいた植生学的な研究

が行なわれている。

　またマングローブ林とその土壌の塩分との関係を明

らかにする目的で植物社会学的な植生調査と並行して

土壌地下水の塩分濃度が測定され，地．L植生との対応

が考察されている。

1．位置および自然環境

　亨li1縄島，宮古島，子：1垣島の各島は北緯26。04～521，

東経127。39！～128。20ノ，北緯24。42〆～55ノ，東経125。

15！～29’，　」ヒ緯　24。19！～37’，　東経　124。04！～21’　｝こf立
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　　　Fig。1　調査地位置図および調査地点図
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　　　　　　　　　　　　　Tab・1　南西諸島3気象観測地点の気候年表

　　　　　　　　Meteorologische　Daten　von　3　Wetterstatlonen　des　Nansei　Inseln

Monat　　　l　　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　　5　　　　　6　　　　　7　　　　　8　　　　　9　　　　10　　　　11　　　　12　　　jahr

l　那覇　Naha（26。14N，127。41／E，34．8mNN）1941～ユ970平均，　Mitteiwerte　vonユ941　bis　1970

　a　　　16．O　　l6。4　　18．1　　15。8　　23。8　　26．0　　28．2　　27．8　　27．1　　24．1　　21。4　　18．1　　22．3

　b　　　　　122　　　116　　　玉54　　　142　　　244　　　320　　　174　　　253　　　152　　　149　　　15ユ　　　140　　2，1ユ8

　c　　　　　70　　　　73　　　　76　　　　79　　　　84　　　　86　　　　82　　　　83　　　　79　　　　74　　　　73　　　　72　　　　78

2　宮古島気象台M｛yakG（24。47／N，125。ユ6電，39．2　mNN）！941～1970平均，　Mlζtelwerte　vod941　bis　1970

　　a　　　17．7　　i8。0　　19．6　　21．8　　24，8　　26．7　　28．1　　27．6　　27，1　　24．7　　22．3　　19．4　　23．2

　　b　　　147．3　　151．6　　正37．2　　178，2　　146．5　　298．3　　219．3　　269，1　　166，4　　！84．4　　173．8　　166．2　　238．2

　　c　　　　　　73　　　　76　　　　78　　　　82　　　　86　　　　87　　　　83　　　　84　　　　81　　　　76　　　　75　　　　74　　　　79

3八重山気象台Yaeyama（24920！N，124σ工0！E，60　mNN）1931～1960平均，　Mittelwerte　von　1931　bls　1960

a

b

C

a＝

b＝

C：

17，9　　　18．4　　　19。9　　　22．4　　　25．4

139．6　　117．8　　156．7　　169．6　　240．2

　76　　　　78　　　　79　　　　82　　　　84

27．5

230．4

　85

28．8　　　28．3　　　27．5　　　24．9　　　22．4　　　19，6　　　23。6

173．6　　214．8　　233．0　　171．i　　196．9　　王52．0　2！95．5

　80　　　　82　　　　80　　　　77　　　　77　　　　76　　　　80

月および年平均気温　　Monats－u．　Jahrestemperaturen　in。C
l難オ（二1辻　　　Niederschlag　in　mm

～罷丁目土勾　　　Luftfeuchtigkelt　in％

即している。それぞれ沖縄諸島，宮古諸島，八重山諸

島の中心的な、ll妻∫であり，琉球列島の南半分を形造って

いる。

　沖縄島は北～中部は山地や台地が多く，南部は丘陵

地帯となっており海胆平野も発達している。海岸線は

全：体的に隆起石灰岩からなる海岸断崖が多いが，大浦

湾，塩屡湾，屋我地湾など評監・∫川の流入する入江にはマ

ングローブ林が発達している。宮諺1’島は全島が月一石

灰岩から成っており海岸断崖が多く，マングローブ林

はわずかな入江や河川に限られている。石垣島は宮良

川，吹通川，名蔵川などの河環が多く，濁平湾，名蔵

湾など入江も発達しておりマングローブ林は比較的随

所の河川，入江でみられる。

　気候就には各3島とも東シナ海，太平洋の影響を強

く受け，邸熱帯海岸気候に1曼している。温量振当は那

覇で210．8m．d．，石垣市で尊ま228．8m．d．となり吉良

（1945）の類縁区分によるll｛’熱帯に含まれる。　Tab．1

に調査堆域の気候年表が示されている。年平均気温は

北部の損’覇と石垣では1．3。C差があり，年降水鏡も

大差はなくほぼ同じ気候区に属している。琉球列1駐は

台風の常襲地帯であり，台風のもたらす強風はマング

ローブの生育にとって大きな阻害因子になっていると

考えられる。台風は7～8月に集中するが，沖縄から

300kmの範匡£内を通過する台風は年平均25回目土を

数える。年降水量は年次による変動がみられるが2，000

mmを越えることが多く，湿度も75％を下らない。

II．植物群落

　L　ヒルギダマシ群落

　A加。2πη’α7πα7∫ηα・Gesellschaft（Tab．2＞

　ヒルギダマシ群落はヒルギダマシが優占するヒルギ

ダマシ純群落あるいは優占群落である。高さ0．6～3．5

mの低木群落であるが，高さ1～2mの植分が最も多

い。植被率は70～80％を占める。縷i占種のヒルギダ

マシの樹形は盆栽状となっており，東南アジアに．生育

するヒルギダマシが高さ！5m以」：二の高木となるのと

比較すると，同じ種でありながら全く形態が災ってい

る。盆裁状のヒルギダマシは北限のマングμ一ブ林の

一・ﾂの静観を表わしているといえる。出現種馬は1～

2種で，メヒルギ，ヤエヤマヒルギ，オヒルギが混生

している。

　ヒルギダマシ群落は宮古島の二｛ド良市狩俣，下地田∫上

地の与那覇湾，西表島仲間川，石垣島の名月川，川平

湾で植生讃査資料が得ら渚／たQ河口では中～下流域セこ．

生育している。ヒルギダマシ群落は西表鼻の仲間川，

前自用ではやマプシキ群落と共にヤエヤマヒルギ群落

やオヒルギ群落の前縁に生育しているが，マヤプシキ

群落のさらに前縁セこ生育する傾向が認められる。マヤ

プシキの分窟のない石垣lll・，宮古島ではヒルギダマシ

群落がマングローブ林の最前列に配列しているQまた

ヒルギダマシは，名蔵川や与胡1覇’湾では河貰や沖に向

って実生が単木的に定着しているのが観察されるほ

か，メヒルギ群落やヤエヤマヒルギ群落の破壊跡地に
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Spalte　l

Laufende　Nr．；

Feld．Nr．：

　　　Tab，2

a＝Typische　Untereinheit
b：Untereinheit　vOn　／（αη40〃α　cαη（ゴ（～1

c：Untereinheit　von　1～規zo帥oγ03り，～o∫α

d＝Untereinheit　vonβrμ9μ’θγα9二｝ηηηoγγんガ9α

ヒルギダマシ群落メ1擁。2ηη如η鯉γ∫ηα．Gesellschaft

Ort　d。　Aufn．（Signal　d．至nseD：

Gr68e　d．　Probellache（m2）l

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht　（％）；

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d、　Krauしschlcht（％）：

Artenzahl：

Trennart　d．　Gesellschaft：

　A魂ce珈∬α況αγ∫ηo

Trサnnarten　d．　Untereinllelten：

　καπolρ原ocωz48～

Rん島0♪メ10γOSリノJo∫α

β川9ぬσα9アηzηor〃1々。

群落記号

通し番号

調査番号

調査地（鵜名）

調査面積

低木層の高さ

低木膚の植被率

草本層の高さ

草本層の植被率

出現口数

群落区分種

　ヒルキ：ーダーマシ

1

a

典型下位群落

メヒルギ下位群．落

ヤエヤマヒルギ下位群落

オヒルギ下位群落

SOM
183　158　154　159　187

M　M　M　M
5　25　－　！8

－　3．5　2．6　　3

－　85　70　60

0．6　10．40．5

70　30　20　5

1　1　2　2

2　3

　SO

b　　　　　c　　　　　　d

　45678910
　MMSOSOMMM　　　　　9　　10　107　113　143

　　　M　 IR　IR　韮S　IS　IS

　　　44002810一一一
　　　＿＿＿＿2L8
　　　一　　一　　一一　　一一一　　80　　75

　　　1　　1　L5　 1　 －　 1

　　75　　70　　70　　80　　－　　70

　　　2　2　2　2　2　2

S・5・34・34・35・44・33・34・45・44・4

K　4・43・22・2　　・　　・　　…

下位群落区分種

　メヒルギ　　　　　S

　　　　　　　　　K

　ヤエヤマヒルギK
　ズ『ヒノしキご　　5一，K

…　　　　　　　1・1　　・　　…

・　　・　1・1　！・2　・　　…

・　　…　　　　　　　　＋　 1・23・3　　・

。　　・　　．　　・　　…　　　　　　　　十

・　3・3

土2・2．

調査地Lage：Lfd．　Nr．1，5：Kari阻ata，　Stadt　Hirara平良市狩俣，2～4：Uechl，　Shimoli・cho，　Miyako・

gun宮古郡下地町上地．6，7：FluS賛akama，　Taketomi－cho，　Yaeyama・gun八重山郡竹富町仲間川，8，9：

FluB　Nakura，　Stadt　Ishlgaki石塩市二名蔵川，　10：Bucht　Kapira，　Sta〔董t　Ishigaki：石逗亘市川平？蛮。

言局至託歪F月日　王）atum　（1983）＝Lfd．　Nr．1～5：10．　Feb．，6，7：5．　Feb．，8，9＝8．　Feb．，！0：9．　Feb．

も最紐こ生育するなど強い先駆性を示している。

　ヒルギダマシ群落は以下4下繊iを位に区分される。

典型下位禅落はヒルギダマシ1種のみから構成される

ヒルギダマシ純群落である。宮古島の与那覇湾で植生

調査された典型下位群落は，ヒルギグマシの高さ35

m，根元の太さ15cm余りで，これまで観察された琉球

列島のヒルギグマシの中では最も大きいものである。

メヒルギーh位群落はメヒノレギによって区分される。宮

古融の与脚覇湾で植生調査された植分である。ヤエヤ

マヒルギ下位群落はヤエヤマヒルギによって区分さ

れ，宮～f島の平良市狩俣，西表島伶旧りliに生育してい

る。高さ1～1．5mのJi’層群落である。オヒルギによっ

て下位区分されるオヒルギ下位群落は，石垣島の名蔵

川，川平湾に生育しており，オヒルギ群落に接している。

　ヒルギダマシ群落は遷移が進むと，ヤエヤマヒルギ

群落あるしはオヒルギ群落，メヒルギ群落に移行して

行くものと考えられる。

　2．　マヤプシキ群落：

　Soηπ9γαごfαα！δα・Gesellschaft　（Tab．3）

　i獲表島仲問用河rlの中～下流域では，ヤエヤマヒル

ギ群落やれルギ群落の育｛1繍こマヤブシキ優占群落カミ

生育している。このようなマヤブシキ優占群落はマヤ

ブシキを区分種としてマヤブシキ群落にまとめられ

た。マヤプシキ群落は高さ6～8mで，糖被率は大部

分の植分で80％以Lを占めている。掛落構造は2隅

およびよく発達した三分では31鱒構造をll幻，比してい

る。群落構成種は2～4種で，マヤフシキのほかにヤ

ェヤマヒルギ，オヒルギ，ヒルギダマシが生育してい

る。また，瀕表島の．占冠や間じ仲問川からマヤブシキ

1種のみから構成されるマヤブシキ純群落が報告され

ている（宮脇ほか1983）。

　マヤブシキ群落は河口中流域および河P下流域にお

いても最前線に生育している。土壌は河口中流域では

柔軟な泥土，河日下流域ではやや締った砂からなり，土

壌断面は青黒色の還元状態を示している。マヤプシキ

はわが細では，その分布が附表島人富の仲閥川および

古見の前良川にほぼ眼られているが，分布の中心地域

であるタイのマングローブ林でも最荊列｝こ汀線沿いに

生育しており，土壌も同様に還元土壌である。仲間川

河欝中流域では，泥瀧が堆積して中洲状となった浅瀬
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Spalte：

Laufende　Nr．；

Feld雫Nr．

　　　Tab．3　マヤブシキ群落Soη7zθrα撚αα♂δα・Gesellschaft

a：Unterelnheit　von　1～1L’zo帥om∫‘ッ♂o∫αヤエヤマヒルギ下位群落

　a1：τypische　Unterei顧eit典型下位群落

　a2：Unterelnheit　vonβ陶9厩0孤gy7πη0γ沈22αオヒルギ下位群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　群落言己号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ7∬＝＝至聖1三二二1二πな二．．＿　．．ai…．

Ort　d．　Aufn，（Signal　d。　InseD：

Gr6Be　d。　Probe且ache（m2）

｝｛δhe　d。　BaUinschich亡　（m）：

Deckung　d．　Baumschicht　（％）：

B6he　d．　Strauchschlcht（m）：

Deckung　d，　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（傷）：

Artenzahh

「rrennart　d．　Gesellschaft：

　SO箆箆2γα百ααめα

通し番号

調査番号

調査地（島名）

調査面積

高木層の高さ

高木層の植被率

低木層の高さ

低木層の植被率

草本1蕾の高さ

草本層の植被率

出現種数

1　　2　　3

M　SO　M
13　　1　　1

1R　iR　IR
50　64　200

　6　　5　　6

60　80　80
1．5　　1　　1

50　10　　5

　2　　2　　3

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　Rん々oρんoγαs妙Jo5α

　4　　5　　6

SO　SO　SO
　8　　2　　11

1R　iR　　玉R

lOO　　　64　　225

　　　　　　8

　　　　　85
4．5　　5　　3

80　80　3G
O．8　　1　0．8

10　20　　20

　3　　3　　4

群落区分種

　マヤプシキ

下位群落区分種

　ヤエヤーマヒノレギ』

旦，S

　K

　B
　S
　K
S，K

4・4　5・4　5・4　5・4　4。4　　生垂

．　　實　　．　　．　　1・2　　・

伽9漉・・9遡η・・而・・　　　　オヒルギ　　．．．　；　　　．．：：二．

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　∠4加。θπ～～惚ηzαガκα　　　　　　　　　　　　ヒルギダマシ　　　K　　‘　・　　・　　…　　　　　　1・2

　調査地Lage：Lfd．　Nr．1～6：Flu3　Nakama，　Taketomi・cho，　Yaeyama・gun八重：山郡竹富町仲間川・

　調査年月臼Datum（1983）：Lfd。製r．1：6．　Feb．，2～6：5．　Feb．

11・2　・

；十　1・2　十

　　　　　i十

．　　・　　3・3｝

2・2　2・2　2・2i

1・2　　・　　　2・2i

『．

ﾘ… P∵r．．P’Fli

にマヤブシキが八木状に進出しているのが観察され，

マヤブシキの先駆的性格が推察される。

　本町で報告されたマヤブシキ群落は他の既発表資料

（宮脇ほか1983）との比較の結果：，ヤエヤマヒルギを

下位単位区分．種とするヤエヤマヒルギ下位群落にまと

められた。ヤエヤマヒルギ下位群落はさらに典型下位

群落とオヒルギを区分．種とするオヒルギ下位群落に区

分される。典型下位群落は汀線沿いに生育しているよ

り先駆性の強い植分である。オヒルギ下位群蕗は盆栽

状のヒルギダマシ群落の後藩1に生育しており，ヤエヤ

マヒルギ群落およびオヒルギ群落に接している。

　3．　メヒルギ群落

　1（αη42‘fαcα箆吻ムGesellschaft（Tab．4）

　琉球列島のマングローブ林の一つの特徴的な群落と

してメヒルギ群落があげられる。メヒルギ群落は高さ

0．7mの彗≦層群落から，7mに達する3層群落まで細

分ごとの形態の差が大きいが，高さ2～3mの2層群

落が最も多い。植被率は80～90％が一般的であるが，

ときに30心50％の疎林もみられる。出現種数は1～

5種で，優占種のメヒルギのほかヤエヤマヒルギ，ナ

ヒルギ，ヒルギダマシ，イボタクサギ，シイノキカス

ラなどが混生している。

　メヒルギ群落は西表島や石垣島では颪積的には少な

く，仲良川や前良川で水路に沿って細く帯状に生育し

ているにすぎない。ヤエヤマヒルギ群落やオヒルギ群

落の前縁に生育していることが多い。ときにはヒルギ

ダマシ群落や’マヤプシキ群落の前縁にも生育している

ことがある。宮古島や沖縄本島ではメヒルギ群落がマ

ングローブ林の大半を占めている。とくに宮古島の下

地町川満や沖縄本島の慶佐次川などでは，最前線から

メヒルギ群落が生育し，後背部のシマシラキ群落やク

ロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集・，ガジ

ュマルークロヨナ群集に接するまでメヒルギ群落が占

めている。群落の高さも6～7mに達する植分がみら

れる。以上述べたことからメヒルギ群落は，西表島，

石垣島，宮古島，沖縄本島のいずれの場合でもマング
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Fig・2河口下流域に杢1三慰するマヤブシキ群落。呼吸根が牛藩徴的晒表島仲問liD。

Solzπorα’～ααめα一GeseUschaft　an　der　Fluβm蔭ndung　von　Nakalna　（lnseI　Iriomote）．

Fig・3　メヒルギ群落の相観。前線から後背部までメヒルギが優録している（宮古部下地町ノ1「満）。

　　　καπd凶αcα掘2ムGesellschaft　1n　Kawamitsu，　Shimol三・cho（lnsel　Miyako），
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Fig・4　ヤエヤマヒルギ群落の前線に生育するメヒルギ群落（西蓑島仲良川）。

　Als　Voriaufer　der　Rノ訂宕oρノLorαs砂Josα・Gesellschaft　entwlckelte

　καπ（∫θ麗αcαηdeムGese11schaft（FluβNakarna，　Insel正riomote）．

ローブ林の最前線に生育しており，メヒルギも強い先

駆性を示しているといえる。石垣島の吹通川や用脚川

などではオヒルギ群落の内陸側で，かなり太いメヒル

ギが単木的に混生していることがある。これはメヒル

ギ群落からオヒルギ群落へと遷移が進行した結果残さ

れたものと考えられる。また高さ4m以．掘こ達するメ

ヒルギは，葉が枝の先端に集中してついている傾向が

認、められ，直射1三i光の要求が強い形態、となっており陽

樹的な｛生類が強いことが推察される。

　メヒルギ群落は典型下位イ洋落，ヤエヤマヒルギ下位

群落およびオヒルギ下位群落に区分さオτる。典型下位

群落は特別の区分種をもたないメヒルギ1種のみで構

成されるメヒルギ純群落である。ヤエヤマヒルギ下位

群落はヤエヤマヒルギによって下位区分される。西表

島および演壇島に生育している槌分である。オヒルギ

下位群落はオヒルギによって区分され，さらに3下位

単位に下位区分される。繭表島仲良川，沖縄島慶佐次

川で植生調査された槙分で，ヤエヤマヒルギ群落の筋

縁に生育している。典型下位群落は優占種のメヒルギ

と区分種のオヒルギの2種から構成される。ヤエヤマ

ヒルギ群落，ナヒルギ群落に隣接している。イボタク

サギ下位群落はシイノキカズラ，イボタクサギのカニ

山やマングローブ破壊地に生育する林縁群落構成種に

よって下llセ1区分される。沖縄本島の慶佐次川や大浦，

宜野座村カタバルで植生調査資料が得られた植分であ

る。

　4　ヤェヤマヒルギ群落（Tab．5）

　R11’20ρんoγα5砂～osα一Gesellschaft

　河口中～下部のマングローブ林では，流水辺にタコ

足状の．支持根を発達させたヤエヤマヒルギ（オオバヒ

ルギ）の優占林分が生育している。林分は単層あるい

は2層構造からなり3～9mの群蕗高に発達している。

樹冠は80～95％の植被率で密にうっ閉されることが

多い。水際の最前線では群落高ヵ～251n，植被率も40

～70％と低い群落の初期細をみることもある。これら

の植分はヤエヤマヒルギ1種で区分され，また同種が

優熟することで特徴づけられるヤエヤマヒルギ群落に

まとめられている。

　ヤエヤマヒルギ群落は河1ゴ1ぐ部，あるいは内湾でマ

ヤプシキ群落やヒルギダマシ群落の後背部に帯状に生

育する。溝口中脳てはやマプシキ群落とヒルギダマシ

1藤野が生育しないため，流水辺に直接ヤエヤマヒルギ

群落が位銘するか前面にメヒルギ群落を伴っている。

群落の規摸は鴻口下流城に較べて狭く断片的である。

また，ヤエヤマヒルギ群落はマングローブ林内の小運

河沿いに線状に発達していることもある。西表島では

仲閥川，浦内）1し舟浮湾水落滝宕岸のように広くマング

ローブの発達した地区で，オヒルギ群落のさらに内陸
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麹：襲

　　　　Fig・5　歴生化したヤエヤマヒルギ群落典型下位群落がオヒルギ群落の

　　　　　　内陸側に生育する（八重由郡竹富町舟1乎湾）。

Die　Typische　Untergeselischafヒder　1～ん詑。メ）んorαs‘♪ア～osα・Gesellschaft、、・achs亡landseitlg

hinter　derβ川g癖θrαg3ηππorr1～々α．Gese11schaft（Funaukl－Bucht，【nsei　Ir三〇mote）．

灘裂・

∵《ド

薮講

参瓦

翰
　．塾ド

纂
　｛

響

覇

F量9・6　洪水時の流水によって浸食され，倒木したオヒルギ。すでにオヒノレギ．

　　ヤエヤマヒルギの幼木が生長している（ノV蜘」」郡竹富iiifllll闘川）。

Durch　Hochwasser　umgestUrzteβr㍑9π～ρrα9，♪ηηzorγ1z～εα．　Darunter　keilnen

βγz’gz影’07’α9y771ηoザrlz～zαund　1～11’之。カノzorαs‘y～o∫o（Flu13　Nakama，　Insel　Ir三〇mote），
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側に罎小化したヤエヤマヒルギ優占林分（Fig．5）が

生育することがある。

　ヤエヤマヒルギ群落は冠水時間の長い河1］下灘や水

路沿いの凶状地に生育している。また内陸側に発達す

ることもある。したがって，画一的に冠水時聞と立地

条件を結びつけることはできない。興味深いのはヤエ

ヤマヒルギの支持根の形態的特質である。流水辺，水

路沿い，水路の出合いなどは洪水時の流水による浸食

が激しく，根が洗われやすいがヤエヤマヒルギのタコ

足状の支持根は植物体をよく支える。禍」1園圃レ川．1部

で飯近の洪水による流水がオヒルギ群落内に新しい水

路を形成した跡が観察されたが，浸食：された跡地には

オヒルギの倒木が目立っている。倒木跡地にはすでに

オヒルギの20～60cmの幼木が多数生育し，向望地に

発芽しやすいヤエヤマヒルギの鯛体も数多く確認され

た。洪水時の新しい流水路は小漣河形成の兆しとも考

えられ，オヒルギ群落の破壊後にヤエヤマヒルギ群落

が形成されることも推i察さ幽しる。ヤエヤマヒルギ群落

は陽目地に多く，1旗陸島仲闘川で｝ま流路をはさんで北

向きにオヒルギ祥落，南向きはやエヤマヒルギイ，r落の

植生配分が観察された。ヤエヤマヒルギは河口下耶で

も破壊跡地に最初に侵入し，歳木から時間とともに低

木疎林を形成していくQ石垣島名蔵湾，西表1ち浦内川

では，始めにヒルギダマシの定着があり，盆栽状に生

長する。その中にヤエヤマヒルギが発芽，生長し，個

体数も増えて低木林を形成する。ヒルギダマシは1個

体が地盤性に枝を低木林の尉縁部に｝：｛1｛し，葉をしげら

せるがヤエヤマヒルギ群落の発達とともに枯死してし

まう（Fig．7A－D＞。フタゴヒルギ属林の代償植生とし

てヒルギダマシ属国の形成されることはChapman

（1974）によ一っても明らかにされている。

　ヤエヤマヒルギ祥落は典型下位群落とオヒルギで区

分されるオヒルギド餌学落に下位区分されている。典

型．ド位拝落は2～6mのドξさの低木林が多く，石垣島

宮良川，吹通川，底地ビーチ，漁燈島狩俣，また酉表

島にも分布している。流水辺に帯状に生冒し，後方で

オヒルギ群落に隣接していることが多い。’宮占烏狩俣

ではオヒルギがみられず，ヤエヤマヒルギ群落典型下

位群落がi創妾後背地のクPヨナ櫃分に接している。

　オヒルギ下レ洋落は分廊も面積も広く西表島，石垣

島では普通にみられるが北上に伴い減少し，宮古島で

は入江湾，沖縄島では慶佐次）1【にだけ小面積でみられ
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Fig・7　ヒルギダマシ植分の中に発芽したヤエヤマヒルギはA→B一うC→Dの順で発達し，ヤエヤマ

　　　ヒルギ群落を形成すると考えられる。4枚の写真は同じ場所のものではない（A，B；石垣旧名
　　　蔵川河口，C，　D：八重山郡竹冨町浦内川河目）。

　Schematische　Darstellung　der　Entwick】ungsprozesse　der　Rlz島。帥orαsり，！osα・Pnaロzen，　die　in

　・4麗。θ1～’z’αηLαγ加α・Bestand　gekeimt　sind；sie　treten　in　der　Folge　A一＞B一＞C一ンD　auf（Photos

　A，B：FluBmOndung　von　NaKama，　Insel　lshigaki，　und　C，　D：Flu3m益ndung　von　Urauchigawa，

　lnse11riomote），
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た。慶佐次川の植分は常在IIJにメヒルギを伴いメヒル

ギ下位群落としてマングローブ内の流路沿いに多い。

オヒ・レギ下位群落は他にもヒノレギダマシ下位祥落典

刑下位祥落，ヒルギカズラ下獄群落，ヒルギモドキ下

1¢祥落，ミズガンピ下位群落に区分されている。ヒル

ギダマシ下位群落は1＝述のように石垣島の名蔵湾と川

ド湾，西表島の浦内川1こも分布し内湾に多い。典型下

位群蕩は石垣島と西表島に分布し，マングP一ブ内の

小運河沿いに生育する。ヒルギカズラ下位群落は石垣

島名瀬湾と西表島から植生調査資料が得られており，

カニ山の発達する林分が今められている。ヒルギモド

キ下位群落は石垣島の底地ビーチと名蔵置に分；布し，

破壊された後の復元途．ヒの植分がまとめられている。

またミズガンピ下位群落も眠地ビーチの人為的影響の

強い立地に生育するが塞盤は砂地である。

　オヒルギを伴うヤエヤマヒルギ群落は生長した林分

が広くみられる。したがってオヒルギ下位暴落をヤエ

ヤマヒルギ群落の敢観相とみなす考えもある。植生学

的｝こはヤエヤマヒルギ群落とオヒルギ離猿は同じ群集

にまとめられる鱒能性もある。本報では植生学的な1・i三

落体系上のシステムには触れず，ヤエヤマヒルギ優占

師とオヒルギ優降臨にゲ1きなる下位単位と環境質がみら

れることから生態的，動態的あるいは分布的な特性に

ついてふたつの群落で比較考察された。

　5．　オヒルギ群落（Tab．6）

β阻9鴛∫2γα9ヅ撚oγ納∫zα一Gesellschaft

　石垣島の吹通痢，名護川，西表島の仲旧川（宮脇ほ

か！983），ヒド男ll河；＝1などでは広い面積でマングロ

ーブ林が発達している。とくに河1二！中部から広がりを

みせるマングローブの大部分はオヒルギとヤエヤマヒ

ルギによって構成されている。ヤエヤマヒルギの優占

するヤエヤマヒルギ挿落は河日下部から中部の流水

辺，水路沿いに縁どるよう1こ生育し，マンクP一フの

内陸側は主にオヒルギの1憂i占林分によって構成されて

いる。群落高は4～Umあり，60～95％の植被率で

占められている。優占種のオヒルギのほかにはヤエヤ

マヒルギの混生することが多く，地域性，立地の差異

によってメヒルギ，アダン，シマシラキなどが伴生す

ることもある。林分は2層～3贋からなり，林麗のあ

いた緬分では草本層のオヒルギ，ヤエヤマヒルギの幼

木の個体数が激増する。これらの殖分はオヒルギ1種

とオヒルギが優毒することによってオヒルギ群落にま

とめられている。区分種のオヒルギは熱帯アジア，ア

フリカ，ポリネシアにも分亦する。タイの沿海部では

樹高30m以．ヒ，胸尚1肖径60　cmを越すf周体も多く，

尺ノ3島砂1ωγααμC掘配α・1～んゴ．η観6roηα彪11｝i；の小隊低

1田也に態のβ駕g痂θ耀の｛中間とともに出現する。日

本のオヒルギは北限域に分布するため，燈小化し，大き

鰹．

じ織地i

麟穿，繍
　　践漁嘉・．

　　教

慧；

・・牛?．鹸・

繍．簸
Fig．8　オヒルギ榔落ヤエヤでヒルギ下位群落の林内相観（石壌市吹通川）。

　　　Untereinheit　von　1ぞノ・ピ20帥orα5砂！osαderβ7孫9贈rα9yηz・

　　　110rγ11掬α・Gesellscllaft（FluβFukldor1，　Insel　Ishigaki）．



な個体でも樹高12m，胸高匠径15cmどまりである。

オヒルギはヤエヤマヒルギと【口jじように胎‘｝孟重子をも

ち，地．L20～30　cmから小数の支柱根を出す。地下根

からも膝状の呼吸根を目すが，洪水時に」壌が侵食さ

れると倒木しゃすい。

　オヒルギ群落は水ぎわでメヒルギ祥落やヤエヤマヒ

ルギ群落に隣接iし，∫1坦な河成堆積地カミ内陸のガジュ

マルークロヨナ群集，アダン群集などの生育する隆起

サンゴ礁や丘陵に接するまで連続して菰がることが多

い。西表島の仲間州，浦内川，ヒドリ川流域にみられる

ほか，石垣島の吹通り川河「1にも発達したオヒルギ群

落がよく保全されている。河ロー1祁ではオヒルギll羊落

が直接，流水辺から出現し，後背部でシマシラキ群落

やサキシマスオウノキ群集に接続している。オヒルギ

群落では洪水時に流水の通過路にならない安定した立

地で生長したオヒルギをもつ植分が多く，純林を形成

することもある。群落高はヤエヤマヒルギ群落にくら

べても平均して1～2m捕い。胸i、．，1直径が30～50　cm

に及ぶ生木，枯死木が西表島付ミ闘州のマングローブ林

口に漏在しているが，二目は12mどまりで横に枝を

多数分枝させている。オヒルギ群落の若齢林ではヤエ

ヤマヒルギを混生することも多く，林床にオヒルギと

ヤエヤマヒルギの幼木が生育する。しかし発達した二

分ではヤエヤマヒルギが混生しても個体数は少なく，

林材＼にオヒルギの幼木しかみられなくなる。したがっ

てオヒルギ群落域では向陽地1こ口才率の高いヤエヤマ

ヒルギが二次的に綬入して生育することもありうると

考’えられる。

　オヒルギ群落はヤェヤマヒルギ群落に比較して乾性

立地に生育するシマシラキ，アダン，シイノキヵズラ，

イボタクサギなどの常在度が高く，また湿性立地のヒ

ルギダマシが出現せず，相対的にオヒルギ群落はヤエ

ヤマヒルギ乱落より乾生型であると理解される。オヒ

ノレギ零洋落セこはメヒルギード描匹君羊山間，　ヤエヤマヒノレギ．下位＝

群落，典刑下位群i落，アダン．．．ド位洋落，シマシラ目下

拡群落が識別されている。メヒルギ下位挿落はメヒル

ギ1種で区分され，沖縄島ξこは普通であるが，’1帰島

では入江湾，石垣島では通路11L　西表島では仲限｝川か

ら三生調査資料が得られている。メヒルギド位群落は

最南端の西ノ：島では言可口．．ヒ流域の流水辺に，生育するが

（宮脇ほか1983）北の沖縄島ではメヒルギの1舌力度が

向く，常在的で流水辺のみならず内陸側のオヒルギ君罫

落のメヒルギ下位群落｝こ識別さオτている。メヒルギ下

位群落にはさらにシイノキカズラ，イボタクサギで区

分されるシイノキカズラ下位群落が識別されているが

内陸側のカユ由の形成される立地を指標している。ヤ

エヤマヒルギ下位群落はヤエヤマヒルギ！種で区分さ
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れ，ヤエヤマヒルギ群落ズ艘ヒルギ下位群落より乾髭｝三型

の生態的地f軸こある。また動態約に若齢林も一山含ま

れる。ヤエヤマヒルギ下位群落はイi垣1語と西表島に多

く，石垣島吹通川にをままとまった林分がみられる。ヤ

エヤマヒルギ下位群落は？．紺r島には分布せず，沖縄島

でも慶佐次娼にメヒルギを伴生する品分が確認されて

いるだけである。ヤエヤマヒルギ下位群落はさらに流

水辺にメヒルギ下位群落，石垣島名地湾では疎林士也に

シマシラキ下開口落，内陸側の牧場に接し，人為的影

響を受けたド地にヒルギモドキ下位群落，西表島仲上

川，新三川では小さなカユ山上や疎林にシイノキカズ

ラ，ヒルギカズラで識別されるシイノキカズラ下鞘群

落が区分されている。

　オヒルギ群落典型下位群落はイi垣島と西表島にi回り

分布し，石垣鳥吹通娼，西表島仲間川では樹高12mに

及ぶ発達した植分も多い。

　アダン下位祥落はシイノキカズラ，ヒルギカズラ，

アダンで区分され，内陸側の大きなカニ山しや小丘，

さらにマングローブの外縁部に発達している。潮汐に

より冠水する頻度は少なく，外縁部ではアダγ挿話に

隣接することが多い。分布はイ山｛島と西必、｝譲こ限られ

ている。

　シマシラギ下61祥落はシマシラキ1種で区分され，

内湾部に生育する。分布は7占島の入江湾までみら

れ，オヒルギ群落が一一部破壊された立地や，砂や礫な

ど∫ヒ壌母材が泥琶llでない立地にも多い。アダン下紘群

落よりも低位に生育し，冠水頻度も高い。

　6，　ヒルギモドキ群落（Tab．7）

　Lτ〃πηノ’2（η確α　γαc（ηπosα引Gesellschaft

　石垣島の名評川ど低地でヒルギモドキの優航する低

木林の桐生調査資＊：1が得られた。植生高は2～3．5m

で80～95％の植被率を占め，オヒルギ，ヤエヤマヒ

ルギ，シマシラキなどが混生している。響：本層は発蓬

が悪く，シイノキカズラ，イボタクサギ，ヒルギカズ

ラがわずかにみられる程度である。これらの殖分はヒ

ルギモドキ1種を区分種としてヒルギモドキ群落にま

とめられている。ヒルギモドキ群落は西麦島にも分布

し（’寓脇ほか1983），ヤエヤマヒルギ君羊落やオヒルギ

群落の破壊跡地に代償白」に生育する傾向がある。ヒル

ギモドキは熱帯アジアほかのマングローブにも広く分

布し，タイの軸側沿海部でもマングローブの伐跡地に

代償的な低木林を形成することが多い。石垣島、こ生育

するヒルギモドキ群落も牧草地，あるいは海水浴場に

接iしたヤエヤマヒルギ群落，オヒルギ群＝落破壊跡地に

二次的に生育している。

　ヒルギモドキ群落はヤエヤマヒルギで区分されるヤ

ェヤマヒルギ下位群落とイボタクサギで区分されるイ
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Fig．9　代償穣生として生育するヒルギモドキ群落。前面はヒトモトススキ群集

　　（八重山郡竹富町話y見）。

　　Als　Ersatzgese11schaft　wachsendeム㍑ηzηπ2召γαrα6θη10sα．Gesellschaft．

　　VGmedasCladletumc1玉inensis（Komい痕sellriomote），

ボタクサギ下位群落，さらに典型下位群落に下位区分

されている。ヤエヤマヒルギ下位群落は牧草地とヤエ

ヤマヒルギ群落の中間的な位概存こ生育し，下位群落の

中ではもっとも湿性立地にみられる。　典型下位禅落

にはオヒルギ群落が隣接し，その代償植生として林縁

部に帯状に広がっている。イボタクサギ下位群落は西

表島ではマヤブシキ群落の疎i醒した立地にみられたが

（宮脇ほか！983），石斌島ではオヒルギ君11圏内の疎開し

た小丘．｝二に斑紋状に生育している。ヒルギモドキ群落

もシマシラキ群落やヒルギカズラ群落と同じようにマ

ングローブ内で．先駆植生として発達することが多く，

動態的要因に強く支配された植生と言える。

IILマング資一ブ林の群落特性

　1．群落の形態的特性

　南酉諸島のマングローブは熱帯アジアに中心を響く

マソグP一ブのヰヒ限域にあたり種組成の貧化，群落構

造の甲純化がみられる。熱帯アジアに生育するマング

P一ブ林構成種群は14属44種に及ぶが南西諸島ではわ

ずか8属8種が数えられるだけである。このうちマヤ

プシキ；SOηπeγα揮ααのα，ニッパヤシ；八伊力α∫7μご～・

cα欄，ミミモチシダ；鴻cγos批勧7η侃γ磁7ηはすでに

西表島を北限としている（初島1975）。マァグローブ

の群落は1～2種で構成され，群落区分種1種が優占

していることが多い。したがって相観的な識別も比較

的容易である。群落の構造は単層から発達してよく生

育している植分でも3層で群落高も5～13mどまりで

ある。石垣島や西表島1こ広い面積を占めているオヒル

ギ群落でも2～3層構造で出現画数は3種にみたな

い。オヒルギは胸高直径ヵミ7～10cm，樹高5～8　mの

小径木が多い。同じオヒルギ；8川9厩2服9♪η期。・

r沈’2αでもタイ南部のマングローブに生育する樹木

は胸高直径60cm，樹高30　mに及び，林分には3～4

種のオヒルギ鵬；βアπg厩θ7αが混‘ししている。また，

ヒルギダマシ群落の優占種であるヒルギダマシ；擁〃～・

001Zη～αη雌r加αもタイ南都では高木に．なるが，南西諸

島では盆栽状の低木のままである。

　第1報（宮脇ほ：か1983）により西表島のマングロー

ブ林が大きく，L　マヤプシキーヒルギダマシ群落グ

ルーフ，2．ヤエヤマヒルギ…諸曽ヒルギ群落グループ，

3．メヒルギ群落グルーフ，4．ヒルギモドキ群落グル

ープにわけられたが，沖縄島，宮古島，石垣島では北

上するにしたがい4つのグループの生活閥の大きさの

違いが増大している。マヤブシキーヒルギダマシ群落

グループは西表島では生育力～駐盛であるが，石垣島，

宮古島ではすでに轡1片的となっている。ヤエヤマヒル
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Spalte＝

Laufende　Nr，＝

Fe！d．Nr．＝

7ab．7ヒルギモドキ群落ゐ祝η1競2ρrαγαcρ脚∫α一Gesellscha負

　a：Untereinheit　vOn　Rノエ∫zoρ～・orα5‘y～osαヤエヤマヒルギ下位群落

　b：　Typ1sche　Untereinhelt　　タ廷額望一ド仁乞君三白客

　C：Untereinheit　Von　C’召ア0427147’01～か昭γ規θ　イボタクサキご一ド位群落

Ort　d．　Aufn．（Signal　d，　InseD：

Gr63e　d，1）robe且ache　（m2）：

　　　　　　　　　　　ゆH6he（玉．　Strauchschicht　（m）：

Deckung　d．　S亡rauchschicht（．％）；

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Dec｝（ung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahh

’rrennart　d．　Gese韮lschaft：

　ムμηzη舜zθア・α7αcθ7η03α

Trennarten　d，　Untereinheiten：

　1～飯zoカんorαsり，～o∫α

　C’oro40η4roηゼη8γ7，1ρ

Art　d．　h6heren　E：inheiten：

　βr1‘9厩θ7α9yηηzor〃τ勘α

通し記．．号

調査番号

調査地（島名）

調査闇積

低木層の穫｛：被率

草本層の権乏破率

出現種数

群落区分種

　ヒルギモドキ

ｺ位：群落区分種

　ヤエヤマヒルギ噛

　イボタクサギ

給薗P伎の種

　オヒルギ

S

K

　S
　K
S，K

S

K

　　　a

　l　　2

SO　SO
！40　142

1S　　IS

25　20
2．5　2．2

89　95
0．5　0．5

　5　　10

　3　　4

3

M
94

玉S

lO

2

80

2

b　　　　　C

　4　　5

　M　　M

　98　181

　1S　IS

100　150

3．5　2．5

　80　80

　1　1．3

　10　20

　7　　3

6

M
95

1S

50

3

90

4

5・5　4。3　4・4　4・4　5・4　5・4

十・2　　・　　・　　…

．互・1　1・1　　・

　・　十・2…　・

・　．2・2．土

＋　　2・2　 1・2　 1・1　　一ト　　 匿

・　　十　　　・　　・　　◆　　・

Begleiter：．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　Eκco召。α1’如α9α”oc勲　　　　　　　　　 シマシラキ　　　　S　　　・　2・2　…　　　　　　1・1

　エ）θγ痺s‘rヴ。！∫配。　　　　　　　　　　　シイノキカズラS，｝｛　　　…　　　　　　±　　・　十

　出現1回の種AuBerdem　je　einmahn　Lfd，　Nr，4：0α」δ9rg∫αcαη6飢ωθηs∫sヒルギヵズラS・1・2，　lq・2，

　Scαθ搬」αsρ万cραクサ1・ベラS－1！，　pαη4απμ∫0407認」∬加1㍑sアダンK一＋，　M∫scαη魏㍑s　s∫η2ηsおススキ

　．K一十．

　毒周1査」也Lage＝Lfd，　Nr．1～4，6：Flu8　Nakura，　StadヒIshigakiイ三：1蓑三己市名蔵川，5；Sokoji，　Stadt　Ishlgaki

　石垣市底地．

　調査年月日Datum（1982）＝Lfd．　Nr．1，2，5＝9．　Feb．3，4，618．　Feb，

ギーオヒルギ群落グループは西表島，イ：ll垣島で．面雁1下郡

に広く，活力度も大きいが，宮古島では矛自＝俣に，沖縄

島では．慶佐次にみいだされるにすぎない。逆の塑を示

すのがメヒルギ群落グループで西表島ではやエヤマヒ

ルギーオヒルギ群落グループの林縁部にだけ出現して

いたものが，北上．して宮．r！i幽島，沖縄島ではマングロー

ブの主都を占めるようになる。

　マヤブシキーヒルギダマシ群落グループは熱；欝アジ

アのタイでも．下流域の最前線に出現するがハマザクμ

属；SOηηeγα蔀αが4種，ヒルギダマシ属；ノ1厘。εηηfα

が3種と種類数は豊籍である。南外諸島ではヤエヤマ

ヒルギが常在的でマヤブシキ群落の前面にヒルギダマ

シ群落が生育するという熱帯アジアとは逆の特徴がみ

られる。タイではマヤブシキーヒルギダマシ群落グル

ープの内陸側に．はフ．タゴヒルギ群落グループ，さらに

後背にオヒルギ群落グルーヅのわかれるのが確認され

ているが（宮脇ほか未発表），．南彌諸島では混生する立

地が面積的にもっとも広く第1報でもヤエヤマヒルギ

ーオヒルギ群落が記茎i戎される所以ともなっている。し

かしヤエヤマヒルギ群落典型下泣群落が流水側に，オ

ヒルギ典型下位群落が内陸一こ生育するという点では

藁本的にタイの酎分型と一致している。また本報では

オヒルギを伴うヤエヤマヒルギ優l！i淋とヤエヤマヒル

ギを伴うオヒルギ優占林とでは生態ll勺地位も異なるこ

とから，第1報で記載されたヤエヤマヒルギーオヒルギ

群落はヤェヤマヒルギ群落とオヒルギ群落の下位1桝立

に区分されている。南酋諸島のマングμ一ブ林の配分

はヤェヤマヒル・ギーーナヒルギ群落グループで終わるが，

さ験こ内陸側に・駅ソクマングローブと呼ばれるサガリ

バナ群集やサキシマ．スオウノキ群集を有することもあ
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群　落　記　写　　　sP磁じ 1 2 3 4 5 6

仲　　　「i窪　　川　　　　　　12L　N髄kama ● ● ● ● ●

朗　良　川　　　ドLMaira ● ●

後　良　ノ縫　　FL　Shiim ● ● ●

≧lr　　　　琵　　　　Komi ● ● ● ● ●
ll～ 華再　　　　　腫1　　　　月I　　　　　　　　FI．　Nishidほ ● ●

浦　内　蝦　　　Fl、馨rauclli ● ● ● ● ●

1・｝1　良　粥　　　FL　Nakam ● ● ●
L二　　　　r　　　　リ　　　」珂　　　　　　　　　　　i31P　量1：dorl ● ● ●

舟　浮　』　　　B監cht　F聴・auki ● ● ●

名　蔵　川　　　FL　NaKura ● ● ● ● ●

宮　良　擁　　　FL　Miyara ● ● ●

通　路　川　　　F1．T・r・ ● ●
lS

頓こ　　　三組　　　ノll　　　　　　F【．　Fukldori ● ●

川「　　　3ド　　　湾　　　　　　　Bucht　Kapira ● ● ● ●

斑　　　　　地　　　　Soko｝i ● ● ● ●

1躍　　　満　　　Kawami【SU ●

．h　　　　地　　　　Ueci、i ● ●
M

入　　汀二　　湾　　　　　B讐cht　irie ● ●

狩　　　　　　　俣　　　　　Karimata ● ●

慶佐次規　　　Fl．　K輔i ● ● ●

1．∫　澗　川　　　FL　Tel罷na ●

0 プぐ　　　　吾li　　　Oura ● ●

慶武厭川　　　凡Kimbaru ● ●

‘意　　　　首　　　　川I　　　　　　FL　Okuk犠bi ● ●
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Fig．10　各島におけるマングμ一ブ林の分布

　Verbreiヒung　der　Mangrove－Vegetation

る（新納ほか1974，鈴木i月51979，宮脇ほか1983）。

熱帯アジアのとくにタイ南部ではオヒルギ群落グルー

プの内陸側にホウガンヒルギ群落グループ，さらにサ

キシマスオウノキーアカバナヒルギモドキ祥落グルー

プが続いており，1侮西諸島では欠如している植生帯で

ある。

　2．　群落の生態的特性

　潮汐運動の大きい河口部汽水域に生育するマングロ

ーブ林は冠水程度，千分濃度，1壌などの環境規制要

囚に強く支配されている。冠水程度と塩分濃度は河i二1

下流域から上流域にむかって低下し，また流水辺から

内陸側にむかって低下している。マングローブの禎生

は主に冠水程度と塩分濃度の環境傾度に沿って配分さ

れ，西表島仲間川では下流域からヒルギダマシ群落一〉

マヤツシキ群落一・ヤエヤマヒ・レギ群落一・オヒルギ群落

が．h流域にむかって生ア∫する。また，河1丁ド流域では

流水辺から内陸側にむかって同じ枢生配分が観覧され

ている　（Fig．11）。メヒルギ群落は塩分濃撫こ対する

生態的幅が広く，4三態的地位1の獲得は他の種との競争

1こよって決定されると推定される（p。126～130）。南の

西ノ芝島や子1垣島ではヤエヤマヒルギ群落やオヒルギ群

落の勢力が強ぐメヒルギ群落が林縁漁こ帯状に生育

するが，宮古島，沖縄島ではヤエヤマヒルギ群落，ナ

ヒルギ群落の勢力が極端に低．下し，メヒルギ群落がマ

ングローブの才部を占めるようになる　（Fig．13）。四

二島ではメヒルギが優占しても樹冠が小さいため林冠

があきやすく林床は明るい。したがって林床には向陽

地生のメヒルギの幼木が密に生育することが多い。し

かしとなり合わせのオヒルギの樹冠の下では照度が低
．．

hするためか，メヒルギの幼本がみられない事実も多

く観察された。ヤエヤマヒルギも向陽地に発芽しやす

く，河口部の同旧地にヤエヤマヒルギ群落初期相が形

成されるのは沖縄、ド慶佐次，石垣島名蔵川，西表島浦

白州でも観察されている。

　3．　群落の動態的特性

　マングローブ林のフ：然入新は三1三に洪水時の流水によ

る破壊からひきおこされる。マングローブの倒木した

ギャップにはオヒルギやヤエヤマヒルギの幼木，ある

いはヒルギカズラやシイノキカズラなどのつる植物が

侵入し進行遷移が進むが，現在までギャップの一定方

形区における継続調査が行なわれた報告はない。また

伐採や道路達設などの人為的破壊後の2次遷移の例も

少なく，破壊されても立地そのものが改変されてしま

っている。したがってマングローブの動態的研究，と

くに群臣環に関する十分な野外調査iは行な砦つれていな

い。日報ではマングローブ域で確認された代償植牛と

潜在自然植生の関係力㍉己載されるにとどまる。

　西表島仲間川幅1二1域，実見のヒルギダマシ群落，マヤ

プシキ祥落域では代償植生は碓｛認されていない。ヤエ

ヤマヒルギ群曲師では草本植生でフトイ群落，ソナレ

シバ群落，低木稲生ではヒルギモドキ群落，ヒルギダ

マシ群落（p．121～122）が確認されている。オヒルギ群

落域では』1：本植生はヒトモトススキハ集，ソナレシバ

群落，つる低木鮮血ではヒルギカズラ禅落，イボタク

サギ祥落，ヒルギモドキ群落，森林民情ではシマシラ

キ群落が認められた。マングローブ植生の祥落環は立

地の乾生化，すなわちヒルギダマシ群落からオヒルギ

群落へむかって多様化がみられ，マングローブ林闘有

のヒルギカズラ群落，ヒルギモドキ群落など熱帯アジ

アのマングローブ林代償植生と共通する植生が植生遷

移の一過穆をになっている。

lV．マンゲ画一ブ林土壌中の塩分濃度

　1．調査方法
　マングローブ林の立地条件の最も特殊な要因として

海水による土壌の冠水が指摘される。各樹種，各植生

がどのような塩分条件のもとで生育しているかを明ら

かにする員的で，今園の植生調査に並行して土壌地下

水の填分濃度測定が行なわれた。測定態象として土壌

地下水が選ばれた理由は，㌶トに潮の干満や，天候，
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　　　　　　　　　　　Fig・11　仲間川下流域マングローブの植生配分（西表島）
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　　　　　　　　　　　F量9．13慶佐次川下流域マングローブの植生配分（沖縄島）
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Spalte＝

Tab．8　マングP一ブ林総ム常

　1＝Soηη2γα海α　αめα噛Gesellschaft

　　　a：Typ童sche　Untere董nheit
　　　b：Untereinheit　von　1～ん’20／）んoγα　s’ツ♂osα

　　　　　b1＝Untereinheit　vonκαη42」ゼα60η012～

　　　　b2；Typische　Untereinheit
　　　　　b3：Untereinheit　von　βγπ9μガθγα　9yη1πoγγんfzα

　2：ノ1加。θηη∫α2ηαγ魏α・Gesellschaft

　　　a；Typische　Untereinheit
　　　b：Untereinheit　vonκαη42Zゴαcαπゴθ♂
　　　c：Untereinheit　von　1～ん∫zo≠）んoγα　∫オyJo3α

　　　d：Uatereinheit　von　βγ駕9π飽γα9，，η1ηoγアん∫2α

　3：καη（惣’毎。απ鹿～一Gesellschaft

　　　a：Typische　Unヒerelnheit
　　　b：Untereinheit　von　ノマんゴ90カ～Loγα　s‘ニソ♂05α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　君羊　　落　　言己　　一畦号

Lfd、翼r．＝

Zahl　d．　Aufn．：

Hbhe　d。　Vegetation（m）：

Artenzahl：

逓　し　番

調　査　区

群落の古
（範　闘）

繊　現　種

（範　囲）

在度表Ubersichtstabelle　der　Mangrovew蓋lder

・号

数

さ

数

a

　　1

　　3

　　3

～4
　　1

　b1

　　2

　　3

1．5

～4
　　3

　b2

　　3

　10

　　4

～5
　　2

～3

マヤブシキ群落
　典型下位群落
　ヤェヤマヒノレギ｝ド．位二才洋落

　　　メヒルギ下位群落
　　　典型下位群落
　　　オヒルギ下位群落
ヒルギダマシ群落
　典型下位群落
　メヒルギ下．位群落
　ヤエヤマヒルギ下位群落
　オヒルギ下位群落
メヒルギ群落
　典型下位群落
　ヤエヤマヒルギ下．位群落

b

　　4

　　6

4．5

～8
　　2

～4

b3

5

6

4

～6
　　3

～5

a b

　　6　　7

　　2　　2

3．5　3．6

～5　～3

　　1　　2

8

3

！

2

C

9　　10

5　　3

1．2　1，8

～1．5～2．5～2

　　2　　2　　2

d

11

6

1

～6
　　2

～5

Trennarten　d．　Geseilschaften

　u。Untereinheiten：
　SOηηθrαオガα　α1∂α

　ノ1〃Jc2ηη∫ζz　η3αrガηα

　καη4ρ〃ユ　cα7z4θ～

　五～んノZOρん0γαS‘ア’OSα

　βγ㍑9μ飽γα9ア規η0γ〃びZα

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　Z）（～γγ’S〃ヴ01げαご0

　∫）απ4αημ∫　0【∫07αだS∫ゴη1π5

　1）α～わργ9ガα6αηゴρπα置θηsゴs

　EκCO2Cαがα（Z喜α〃ochα

Trennart　d．　Ge＄ellschaft　l

　I，μ7ηηガオZθ7’α　γα6〔ηπOSα

Beg．！eiter：
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　Cα¢5α」μη∫αημ9α
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　み繊。㍑sθ加5μSvar．ゴ2cf卿η5

　∫∬ゴδ∫scπs　麗涯α62μs

　Pんγα9規∫彦θ5々07々α

群落・下．位群落区：分種

　　一マ・ヤフ弓シキ

　　ヒルギダ’マシ

　　メヒルギ

　　ヤエヤマヒノレギ

　オヒルギ

下位群落区分種

　　シイノキカズラ

　　アタン

　　ヒルギカズラ

　　シマシラキ

群落区分種

　　ヒノレギモドキ

随伴種

　イボタクサギ

　　ススキ　　　　　　　　　・

　　ナンテンカズラ

　　ソナレシバ

　　ミズガンピ

　　アコウ
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　　b2：Typische　Unterelnheit
　　ba＝Unterei旦heit　von　1（αη42麗α　cαη4ρ♂
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　d：Untereinheit　von　1）（～γγお‘γ乏プ。！ゴα‘α
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3　　1　　1

　～4～7
　　2　　2
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c

17

3

1．2

～4～5
　2　　ユ．

　　～2

　オヒルギ下位群落
ヤエヤマヒルギ’Q落
　典型下．位群落
　オヒルギ下．位群落
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微地形などによる小変動が少ないと推定される点，第

二に地下水には各植物の根圏が直接，持続的に侵って

いる点，第三に液体の測定であるため試料採取や測定

が簡便である点などである。実際の測定は，植物祉会

学的な植生調査の行なわれた地点のほぼ中央で，土壌

を掘削し，10～20分後までに滲出してきた地下水を約

50cc採取し，室内において堀場の食塩濃度計SH－7

によりNa＋の濃度を通じて塩分濃度を測定した。マ

ングローブ林の土壌では多くの場合，地下水位は50

cmより浅く，20～30　cmの堀削で十分な水分の滲出

がみられる。そのため50cmの堀削でも地下水の滲出

がみられなかった場合には試料採取は行なわれなかっ

た。

　2．　調査結果および考察

　石垣，宮古，沖縄そして西表を加え4島67地点の地

下水塩分濃度が測定された。塩分濃度を順次に配列

し，各地点の地上植生の主な樹種の総合優占度（＋～

5）を示したのがFig．14である。地下水塩分濃度の

変化による植生の出現パターンの変化には大きく3変

節点がみられ，それらを境に4つの塩分濃度ランクが

区分された（Fig。14：A～D）。各ランク中での植生の

現出パターンは次の通りである。

　Aランク：地下水塩分濃度：2．0％

　ヤエヤマヒルギとメヒルギが優i勢に生育し，ヤエヤ

マヒルギ群落とメヒルギ群落が発達する。オヒルギも

生育はみられるが低優占度にとどまり優占植分を形成

するにいたらない。

　Bランク：地下水塊分濃度二L2～L8％

　オヒルギ，ヤエヤマヒルギが拮抗して生育してい

る。オヒルギ群落，ヤエヤマヒルギ群落がほぼ同数含

まれている。低優占度ではあってもオヒルギはこのラ

ンク内のほとんどの植分に生育している。その他メヒ

ルギ群落，シマシラキ群落，ヒルギモドキ群落もふく

まれている。

　Cランク1地下水塩分濃度：0．38～1．2％

　オヒルギが優勢に生育し，オヒルギ群落が優占的で

ある。ヤエヤマヒルギは生育はするものの低優占度で

小数の林分に繊現するにとどまる。メヒルギ群落も蹟

現している。Cランクで特徴的な点はアダン群集，ク

ロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集，サガ

リバナ群集などのマングローブ後背地の植生がこのラ

ンクで出現することである。

　Dランク：地下水塩分濃度0．33％以下

　メヒルギ群落が生育する以外はほとんどマングロー

ブ後背地の植生の生神地が相当している。シマシラキ

群落，クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群

集，ヒトモトススキ群集が含まれる。マングローブ植

生の周辺域と考えられる。

　さらに三二占樹種の出現パターンには一定の特微が

認められる。最も広い塩分濃度範囲で優占林分を形成

するのはメヒルギである。メヒルギ群落は0。18％か

ら2．2％の幅をもっている。しかし生育状態はAラン

ク，Dランクといった高塩分濃度，低塩分濃度地付近

で優位となり，多くのマングローブ林が含まれるB，

Cランクでは比較的劣位で優占林分は少ない。ヤエヤ

マヒルギは1．2％以上のやや高い塩分濃度域で擾占植

分を形成する。L2％以下の範囲では生育量はきわめ

て少ない。オヒルギはメヒルギと同様の広い塩分濃度

域で生育するが0．38％～1．8％の範囲で優占林分がみ

られる。オオハマボウ，アダン，サキシマスナウ，サ

ガリバナなどは約1％以下の塩分濃度域に限って生育

がみられる。

　以上示されたように各マングP一ブ林と地下水塩分

濃度には一定の帳を伴なった対応関係が認められる。

各塩分濃度範囲内での群落相互のすみ分けは冠水時

間，冠水水位など他の要因によるものと判定される。

摘 要

　南日本，南西諸島に位比する7中縄島，宮古島，石垣島

の河口域には東アジアの北限となるマングローブが生

育している。南西諸島のマングローブ林は熱帯アジア

の植生に較べて種組成の貧化や植生高の媛小化がみら

れる。植生調査は流水辺から直角にラインをひき，ラ

イン上に出現する植物群落を全推定法を用いて行なわ

れた。451の植生調査資料から認められた6群落はヒ

ルギダマシ群落，マヤプシキ群落，メヒルギ群落，ヤ

エヤマヒルギ群落，オヒルギ群落，ヒルギモドキ群落

であった。

　分布が宮古島までに限られるヒルギダマシ群落は河

口下流域に生育し，盆栽状に単生することが多い。熱

帯アジアにみられるようにヒルギダマシが高木になる

ことはない。マヤプシキ群落は西表島に分布が限ら

れ，河口下流域の最前線に帯状に発達している。メヒ

ルギ群落は晦の繭表島ではマングローブ林縁部にわず

かに認められるが北の宮古島，沖縄島ではマングロー

ブの大部分を占めるようになる。ヤエヤマヒルギ群落

はオヒルギ群落とともに石垣島，西表島に広い面積で

みられる。ヤエヤマヒルギ群落が満潮時に長く冠水す

る水路沿いや河口下流域に偏って生育している。ま

た，石垣島，西表島ではマングローブ林破壊跡地にヒ

ルギモドキ群落が代償植生として低木林を形成してい

る。

　マングローブの植生調査と合わせてマングローブ土

壌中の地下水塩分濃度の分析が行なわれた。地下水塩
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分濃度は約0．1％～2．6％で検出され，マングローブの

植生の配分と対応がみられた。もっとも高い塩分濃度

はヤエヤマヒルギ群落から検出され，

は塩分濃度は絹対的に低，下していた。

オヒルギ群落で

Zusal蕊meRfass瓢ng

　　　An　den　FluβmUndungen　der夏nseln　Okinawa，　Miyako，　Ishigaki　und　kiomote，　die　im

s貢dlichen　Japan　liegen，　ist　Mangrove－VegetatioD　entwickelt，　Die　Ma昆grove．Walder　der

Ryukyu一夏nseln　zeigen　im　Vergleich　Init　denen　des　tropischen　Asiens　elne　verarmte　Arten－

zusamme且setzung　und　sle　bliden　Zwergformen．

　　　Durch　451　Vegetationsaufnahmen　lm　Gei註nde　habeR　wir　fo玉gende　6　Gesellschaften

erfa島t：

　　　Die　Soηη2γα磁α♂δα一Gessellschaft　ist　au至die　Inse玉Iriomote　beschr註nkt・sie　w琶chst
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

gUrtelartig　an　der　Front　der　Flu6m蟄ndungen．　Auch　die　n疑r　bis　zur　Insei　Miyako　vor－

dringende、4麗ceηηガα771αγゴηα一Gese圭lschaft　kommt　an　den　Flu島mUndungen　vor．　Die／1びか6θπηガα

der　Ryukyu一Inseln　zeigt　zwergbaumartige　Wuchsform　und　kommt　oft　einzein　vor，　sie

w琶chst　als　hoher　Baum　wie　in　den　Tropen．　Die　Kαη42磁。αη鹿ムGesellscha董t　auf　der

sUdlichen　lnseHriomote　nur　am　Mangrove－Waldrand　und　sparlich　vor；auf　den　inseln

Miyako　und　Okinawa　jedoch　baut　dieκα雇2川風Gesellschaft　die　meisten　der　Mangrove－

Bestande　auf．

　　　Rん∫20ヵんorαsオッ♂osα一GeseHschaft　undβγ祝g㍑飽γαgッη観oγγんたα一Gesellschaft　entwickeln　sich

groB鮪chig　auぞden　Inseln豆shigaki　und　Iriomote，　Dieノ～厩zoヵんoγα一Gesellschaft豫immt　im

Vergleich　zurβ㍑g漉2γα一Gesellsc盤aft　die　tiefer　gelegenen　Standorte　ein；sie　wachst　vor

allem　entlang　der　Kan琶le　und　steht　bei　Hochwasser　tiefer　und　I護nger　im　Wasser．

　　　Auf　den　Inseln　Ishigaki　un（11riomote　bildet　dieゐ配1π競zθ7αrα6θητosα一Gesellschaft　elnen

Niederwaid　als　Ersatzgesellschaft　dort，　wo　die　nat廿rliche夏Mangroven　vemichtet　wurden．

Die　Verteilu且g　der　Mangrove－Gesellschaften　von　der　KUste　zum　Binnenland　i田FluBgebiet

des　Flusses　Nakama　dednsel　Iriomote　mit　artenreicher　Mangrove　ist　folgende：（Fig．11）．

　　　D圭e3e　Gesellscha圭tsverteilung　der　Ryukyu－Inseln　ist　hlnsichtlich　der　Gattungen　dieselbe

wie　die　de．’Mangroven　Thailands（unpubliziert）．
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